
 

 

 



私たちは、
鮫川村こども議員です。

【特集】　鮫川村こども模擬議会

初めての議会
村
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が
行
っ
た
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
、

「
子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
く
た
め
に
こ
ど
も
議
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
」

と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
開
催
と
な
っ
た
「
鮫
川
村
こ
ど
も
模
擬
議
会
」。

子
ど
も
た
ち
も
立
派
な
村
づ
く
り
の
一
員
で
す
。

将
来
の
鮫
川
村
を
担
う
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
貴
重
な
質
問
や
意
見
に

一
緒
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
の
議
会
と
は
異
な
り
、
子
ど
も

た
ち
の
声
が
響
く
に
ぎ
や
か
な
議
場
。

し
か
し
、
開
会
五
分
前
の
ブ
ザ
ー
が
鳴

る
と
、
し
ん
と
静
ま
り
返
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
鮫
川
村
こ
ど
も
模
擬
議
会

（
以
下
、「
こ
ど
も
議
会
」）
は
二
月

十
八
日
、役
場
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
声
を
今
後
の
政
策
提
言

に
生
か
す
ほ
か
、
議
会
制
や
行
政
に
つ

い
て
学
び
、
さ
ら
に
は
将
来
の
鮫
川
村

を
担
う
人
材
育
成
の
機
会
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
。
村
内
二
つ
の
小

学
校
の
児
童
三
十
三
人
（
鮫
川
小
六
年

生
三
十
一
人
、青
生
野
小
六
年
生
一
人
、

同
五
年
生
一
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
議
会
に
は
、
大
樂
勝
弘
村
長

を
は
じ
め
奧
貫
洋
村
教
育
長
、
村
教
育

委
員
、
各
課
長
ら
が
出
席
。
さ
ら
に
、

傍
聴
席
に
は
村
議
会
議
員
、
学
校
関
係

者
、
保
護
者
、
報
道
機
関
な
ど
が
並

び
、
普
段
の
議
会
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気

の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
少
し
緊
張
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。

　

我
妻
美
空
さ
ん
の
進
行
で
、
前
田
三

郎
村
議
会
議
長
が
「
皆
さ
ん
の
目
を
通

し
て
見
え
て
く
る
こ
と
を
質
問
や
提
案

と
し
て
村
長
さ
ん
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
答
え
を
得
て
議
論
を
重

ね
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
こ
ど

も
議
会
の
経
験
を
心
に
留
め
、
鮫
川
村

に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
村
政
に
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
、
議
長
役
の
佐
藤
広
基
さ
ん
が
議

会
開
会
宣
言
を
行
い
、
こ
ど
も
議
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
樂
村
長
が
「
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き

な
が
ら
明
る
い
村
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、

佐
藤
広
基
議
長
と
古
舘
美
沙
副
議
長
の

進
行
で
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
生
活
の
中
で
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
ま
と

め
、
行
政
に
対
す
る
質
問
や
提
案
と
し

て
堂
々
と
発
表
し
、
村
長
と
村
教
育
長

に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。
答
弁
し
た
内

容
を
聞
き
も
ら
す
ま
い
と
メ
モ
を
取
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

議
会
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
の
中

子
ど
も
た
ち
が
堂
々
と
質
問

　ＶＯＩＣＥ

　村長さんたちが
分かりやすく話し
てくださったの
で、とても聞きや
すかったです。い
ろいろな疑問を相
談できていいなと
思いました。来年
が楽しみです。

　私たち村民のた
めに村議会がある
ことや私たち村民
が快適に暮らして
いけるように考え
ていただいていた
ことに、とても感
謝しています。

　こども議会で
は、私たちの質問
に村長さんや教育
長さんがとても詳
しく答えてくれま
した。村の施設に
ついて知ることが
できたので良かっ
たです。

　すごく緊張した
けど、村のことが
たくさん分かった
り、自分たち子ど
もの意見を聞いて
くれたりするの
で、いい経験にな
りました。

　議長をやれてよ
かったです。とて
も貴重な経験がで
きました。これか
らは、この経験を
生かしていきたい
と思います。

青生野小学校５年

棚井未有さん
鮫川小学校６年

志村さくらさん
青生野小学校６年

藤田琉那さん
鮫川小学校６年

市川正己さん
鮫川小学校６年

佐藤広基さん
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藤
田
琉
那
こ
ど
も
議
員（
青
生
野
小
）

関
根
愛
美
こ
ど
も
議
員（
鮫
川
小
）

須
藤 

楓
こ
ど
も
議
員（
鮫
川
小
）

舟
木
悠
悟
こ
ど
も
議
員（
鮫
川
小
）

藤
田
弥
生
こ
ど
も
議
員（
鮫
川
小
）

齋
藤 

萌
こ
ど
も
議
員（
鮫
川
小
）

矢
吹
怜
豊
こ
ど
も
議
員（
鮫
川
小
）

石
原
楽
斗
こ
ど
も
議
員（
鮫
川
小
）

｢高齢者が楽しく安全に
暮らせる居場所づくり｣ とは

子どもや高齢者が集う
憩いの場所の建設を

安心安全な登下校のために
部活バスの運行見直しを

歩道や街路灯の整備で
歩行者の安全対策を

ご当地キャラクターを
活用したＰＲを

もっと利用したい村民のために
さぎり荘の料金を安く

｢まめで達者な鮫川村民｣ を
目指した今後の取り組みは

読書や学習スペースの確保で
利用しやすい図書館に

[質問]私たちは、おばあちゃんやおじい
ちゃんたちに笑顔でいてほしいと願ってい
ますが、第３次鮫川村振興計画の「集落の
高齢者が昼間楽しく安全に暮らせる居場所
づくり」とは、具体的にどのようなものな
のか教えてください。

[質問]最近、各都道府県などでご当地ゆる
キャラを採用し、ＰＲに役立てています。
鮫川村にとっても、村をＰＲすることで人
口減少を食い止めるほか、観光客や移住者
の増加が期待できると考えます。村おこし
事業の一環として検討をお願いします。

[質問]「さぎり荘」の利用料金は３００円か
ら５００円です。しかし、いつも利用したい
と願う村民にとっては少し高いのではない
かと思います。もう少し低料金であれば、
利用する村民が増えると考えられます。今
後の運営面での検討をお願いします。

[質問]トレーニングセンターは運動するた
めの施設なので、中学生の部活動やスポー
ツ少年団の練習が入っていると、思うよう
に利用できません。公園も少なく、子ども
や高齢者が集う場所がありません。村民の
憩いの場所の建設を強く願います。

[質問]４月から中学生になる私たちにとっ
て、これからもスクールバスは必要不可欠
なものです。しかし、中学生の部活バスは
下校時のように家の近くまで送ってもらえ
ない場合があります。今後の部活バスの運
行についての考えを聞かせてください。

[質問]歩道が整備されていなかったり、信
号機がない十字路があったりと怖い思いを
することが多くあります。また、街路灯が
ない道では、車のドライバーから歩行者が
見えにくく、ドキッとすることがあると聞
きました。どのような歩行者の安全対策を
とっているのか、また検討しているのか教
えてください。

[質問]鮫川村は「まめで達者」で健康な村
民を願って、大豆栽培に力を注いでいます。
現在、学校給食に大豆を取り入れたり、「手・
まめ・館」で大豆加工品を販売しています
が、今後どのような新しい取り組みやイベ
ントなどを考えていますか。

[質問]図書館をリニューアルしたことで、本
を読むスペースが減ったり、調べ学習をす
る場所がなくなったりと、利用しにくく
なってしまったように感じます。ぜひ、これ
らのスペース確保を考えてください。また、
以前のように飲み物などを飲むスペースも
あるとさらに利用者が増えると思います。

[答弁・村長]高齢者が引きこもりがちにな
り、孤立してしまうのを防ぐためには地域
との「つながり」が必要です。高齢者をは
じめ地域の誰もが気軽に立ち寄って、お茶
を飲んだり食事をしながらおしゃべりでき
る「居場所づくり」を進めています。「居
場所」のことを「サロン」と表現しています。
平成２４年度の地域ふれあいサロン事業は、
西山・赤坂中野・富田地域の７カ所で延べ
６１日開催され、延べ５００人が参加しまし
た。まだサロンがない地域に対しては、サ
ロンの運営をお願いするボランティアを育
成し、居場所づくりを進めていきます。

[答弁・教育長]ご質問の「村民の憩いの場
所」とは、具体的にどのようなものを考え
ているのでしょうか。建物を建てるために
はたくさんのお金がかかります。村内には、
十分に利用されていないグランドや公園、
集会施設などがありますので、まずはそれ
らの有効活用が望まれています。また、近
年は子どもたちの運動不足が心配されてい
るので、皆さんにも近くのそうした施設を
大いに利用してほしいと思います。さらに、
村民の健康を願い、「健康ロード」を計画
しています。楽しく遊び、運動不足解消な
どに役立ててほしいと思います。

[答弁・教育長]部活バスの運行については、
平成２３年度まではバス２台で２路線、平
成２４年度からは３台で運行しています。
平成２６年度は３台で３路線の運行を予定
しています。これは、皆さんのお父さん、
お母さんの代表と区長さんや学校代表者の
意見を聞いた上で、生徒の住む家や道路の
事情、かかる時間などを考えて決まりまし
た。なお、路線によっては到着時刻やバス
を降りてから歩く距離が異なる場合があり
ますので、家族や地域の皆さんの協力もお
願いし、安全には十分に気をつけていきた
いと考えています。

[答弁・村長]子どもたちを事故から守るた
めに幼稚園児に黄色のベレー帽、小学校１
年生に黄色の帽子とランドセルカバーなど
を配布しています。また、ドライバーに対して
は、年４回「交通安全運動期間」を設けて安
全運転などを呼びかけています。さらに、皆
さんが危険箇所や街路灯が故障していた
り、暗くて危険な場所を見つけたときは、
役場に教えてください。警察署や国、県など
にお話をしたり、急いで対応したいと思い
ます。

[答弁・村長]これまで村のキャラクターと
して、国蝶オオムラサキをイメージした
「ムッくん」、非公式ではありますが村の特
産品の大豆をイメージした「豆

まめたっ

達ちゃん」
が活躍してきました。また、豊かな土づく
りセンター「ゆうきの郷

さ

土
と

」が完成し、安
全で環境に優しい有機たい肥「ゆうきくん」
の生産が始まりました。そのイメージキャ
ラクターとして「ゆうきくん」が誕生しま
した。現在、３月完成を目標に着ぐるみを
制作中です。「ゆうきくん」には「ゆるキャ
ラ」として鮫川村の良さを村内外にアピー
ルし、活躍してもらう予定です。

[答弁・村長]近隣町村の同様施設は、1日
の利用で大人は８００円から１５００円ぐらい、
小学生は２００円から６００円ぐらいですの
で、村は小学生の利用料金を３００円とし
て１回の入浴でも休憩でも同じ料金にしま
した。平成２６年４月からは消費税が８％
になりますが、さぎり荘の利用料金は値上
げせず、現在のままで運営したいと考えて
います。１０回利用すると１回無料になる
サービスもありますので、ご理解いただい
て、これからも友達や家族で利用してくだ
さい。また、今後も皆さんの意見を聞きな
がら、その都度検討していきます。

[答弁・村長]これからも大豆の生産から加
工、販売までと農業の６次化を進めていき
ます。農業の所得向上と商品開発を行い、
村の活性化に取り組んでいきたいと考え
ています。現在、「まめで達者な村づくり」
を浸透させるため、大豆栽培者研修会やア
イディア料理コンテスト、鮫川の郷土料理
を楽しむ会などを開催しています。また、
都市交流や友好団体との連携などで全国に
向けて特産品の販売や情報発信を続けてい
きます。新しい特産品やイベントについて、
皆さんからの楽しいアイディアを聞かせて
ください。

[答弁・教育長]読書や学習のためのスペー
スについては、これまでの利用状況や広く
村民の願いによって決めました。今後、利
用者が増えればスペースを広くすることが
できます。また、館内での飲食については、
他市町村の図書館でも禁止している所がほ
とんどです。理由は読書や学習という目的
から外れることと本を汚したり、他の利用
者に迷惑をかける恐れがあるからです。図
書館隣にオープンした「すまいる」では、
談笑や飲食ができるスペースがあります。
ぜひ利用してください。

【鮫川村こども模擬議会会議録】

グループの代表、８人のこども議員が

大樂村長、奧貫村教育長に質問を投げかけました。

質問・答弁内容を紹介します。
Ｑ Ａuestion nswer

村長の答弁を聞くこども議員
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行政

NAVI
　

お
子
さ
ん
の
定
期
予
防
接
種
が

接
種
期
間
内
に
済
ん
で
い
る
か
、

も
う
一
度
、
母
子
健
康
手
帳
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
忘
れ

ら
れ
が
ち
な
接
種
項
目
に
つ
い
て

は
下
表
を
参
考
に
し
、
接
種
が
完

了
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

接
種
が
済
ん
で
い
な
い
場
合

は
、
医
療
機
関
と
相
談
し
た
上
で

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

対
象
期
間
の
接
種
料
は
無
料
で
す

が
、
期
間
外
に
接
種
す
る
場
合
は

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
接
種
す
る
際

は
医
療
機
関
に
事
前
に
予
約
し
、

個
別
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
接

種
当
日
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
、

予
診
票
お
よ
び
母
子
健
康
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
や
接
種
期
間
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
お
知
ら
せ

版
「
ほ
っ
と
通
信
」
平
成
25
年
７

月
15
日
号
ま
た
は
村
ふ
る
さ
と
の

四
季
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
か
、
役
場
住
民
福
祉
課
健

康
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

村
住
民
福
祉
課
健
康
係
☎
４

　

９
‐
３
１
１
２

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

問

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
測
定
値

測定箇所 測定値

仮設焼却炉入口 0.05

青生野小学校 0.08

朝日山登山道入口 0.04

青生野肥育組合 0.06

鹿角平観光牧場 0.03

仮
設
焼
却
炉
周
辺
の
測
定
値

測定箇所 測定値
施設東側 120ｍ 0.05
施設南側 120ｍ 0.06
施設西側 120ｍ 0.06
施設北側 120ｍ 0.06
仮置場看板付近 0.06
石久保線起点 0.10
石久保線終点 0.08
和協管理棟付近 0.07

■施設周辺の空間線量（２月２５日実施）　　 [μSv/h]
　

村
仮
設
焼
却
炉
監
視
委
員

会
で
は
、
仮
設
焼
却
施
設
周

辺
の
空
間
線
量
を
測
定
し
て

い
ま
す
。な
お
、仮
設
焼
却
施

設
周
辺
の
空
間
線
量
測
定
結

果
と
関
連
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い

て
は
、
村
お
よ
び
環
境
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

　
　

村
地
域
整
備
課
環
境
係

　

☎
４
９
‐
３
１
９
６

仮
設
焼
却
施
設
周
辺

空
間
線
量
の
測
定
結
果

問

問

接種項目 チェック項目（あてはまる□に ✓してください）

不活化ポリオ

生後３カ月から９０カ月（７歳
半）までに４回接種しましたか？
※生ポリオワクチンを２回接種
　した方は接種不要です。　　　

はい
□

いいえ
□

ポリオワクチン未接種の方は、
不活化ポリオワクチンを４回接
種してください。また、生ポリオ
ワクチン１回接種済みの方は、
不活化ポリオワクチンを３回接
種してください。

３種混合 生後３カ月から９０カ月（７歳
半）までに４回接種しましたか？

はい
□

いいえ
□

９０カ月（７歳半）までに４回接
種してください。

２種混合 ３種混合を接種後、１１歳から
１３歳未満に接種しましたか？

はい
□

いいえ
□

小学６年生（１３歳未満）の方は
平成２６年３月３１日までに接種
してください。

はしか
風しん

生後１２カ月から２４カ月までに
１回（１期）、幼稚園児は１回
（２期）を接種しましたか？

はい
□

いいえ
□

幼稚園児は平成２６年３月３１日
までに接種してください。

日本脳炎

生後６カ月から９０カ月（７歳半）
までに３回（１期）、９歳から１３歳
未満に１回（２期）を接種しまし
たか？　　　　　　　　　　

はい
□

いいえ
□

対象期間に適正回数を接種して
ください。

■定期予防接種チェック表

【日本脳炎予防接種対象者の特例接種方法】定期接種対象者以外で平成１７年からの積極的勧奨の差し控え
により、過去に１期、２期の予防接種が完了していない平成７年４月２日から平成１９年４月１日までに生
まれたお子さんは、不足分を定期の予防接種として無料で受けることができます。

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

転
勤
や
就
職
、
進
・
入
学
な
ど
に

よ
り
住
民
異
動
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
、
初
め
て
住
所
変
更
す

る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

正
し
い
住
所
を
届
け
て
い
な
い

と
、
国
民
年
金
や
国
民
健
康
保
険
、

児
童
手
当
な
ど
の
給
付
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
お
子
さ
ん
の
入
学
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
影
響

が
出
て
き
ま
す
。

　

右
表
に
該
当
す
る
方
は
、
届
け

出
の
種
類
に
応
じ
て
必
要
な
も
の

を
持
参
し
、
役
場
住
民
福
祉
課
窓

口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
や
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
保

険
証
や
年
金
手
帳
も
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

村
住
民
福
祉
課
住
民
係
☎
４

　

９
‐
３
１
１
３

　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
収

入
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
難
し
い
学
生
の
方
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

申
請
期
間　

４
月
か
ら
翌
年
３
月

　

ま
で
の
１
年
間　

※
毎
年
申
請

　

が
必
要
で
す
。

申
請
方
法　

▼
初
め
て
申
請
す
る

　

方
…
役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係

　

ま
た
は
年
金
事
務
所
で
申
請
書

　

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
※
当

　

該
年
度
中
に
20
歳
に
な
る
方
は
、

　

郵
送
で
取
得
届
と
申
請
書
が
送

　

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
返
送
す
る

　

か
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
継
続
し
て
申
請
す
る
方
…
最

　

初
に
申
請
し
た
際
に
記
入
し
た

　

「
在
学
予
定
期
間
」
に
基
づ
き
、

　

毎
年
３
月
末
ご
ろ
に
郵
送
さ
れ

　

る
申
請
書
に
記
入
し
、
返
送
し

　

て
く
だ
さ
い
。
※
次
に
該
当
す

　

る
場
合
は
、
再
度
各
窓
口
で
申

　

請
が
必
要
で
す
。
…
①
４
月
中

　

旬
に
な
っ
て
も
申
請
書
が
届
か

　

な
い
方
②
学
校
が
変
わ
っ
た
方

　

③
在
学
予
定
期
間
を
延
長
し
た

　

方

持
参
す
る
も
の　

▼
学
生
証
（
写

　

し
で
も
可
）
ま
た
は
在
学
証
明

　

書
▼
印
鑑
（
自
署
で
あ
れ
は
省

　

略
で
き
ま
す
）
▼
年
金
手
帳

審
査
結
果　

日
本
年
金
機
構
で
審

　

査
を
行
い
、
審
査
終
了
後
「
結

　

果
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

審
査
な
ど
に
は
２
〜
３
カ
月
程

　

度
か
か
り
ま
す
の
で
、
行
き
違

　

い
で
納
付
書
な
ど
が
届
く
場
合

　

が
あ
り
ま
す
が
、
納
付
書
は
破

　

棄
せ
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

追
納
制
度　

本
人
の
申
し
出
に
よ

　

り
日
本
年
金
機
構
の
承
認
を
得

　

て
、
そ
の
承
認
月
前
10
年
以
内

　

の
免
除
し
た
月
分
の
保
険
料
を

　

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

な
お
、
追
納
す
る
保
険
料
額

　

は
、
免
除
さ
れ
た
当
時
の
保
険

　

料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
て
決

　

め
ら
れ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す

　

（
前
２
年
度
の
期
間
に
つ
い
て

　

は
追
納
加
算
額
が
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
　

村
住
民
福
祉
課
住
民
係
☎
４

　

９
‐
３
１
１
３
／
白
河
年
金
事

　

務
所
☎
０
２
４
８
‐
２
７
‐
４

　

１
６
１

問

問

届け出をお忘れなく
３月・４月は住民異動シーズン

■住所変更などの主な届け出

こんなとき 届け出
の種類 届け出に必要なもの 届け出期限

村外から
移ってきたとき 転入届

□転出証明書（前住所地で発行）
□国民年金手帳（加入者のみ）
□社会保険の保険証（加入者のみ）

本村に来てから
14日以内

村外へ移るとき 転出届
□転出先の住所
□各種保険証（国保・後期など）
□印鑑登録証（登録者のみ）
□こども医療費受給者証（社保加入者のみ）

村外に移る前に

村内で住所を
変更したとき 転居届 □国民年金手帳

□国民健康保険証（加入者のみ）
引っ越した日
から14日以内

世帯主が
変わったとき

世帯主
変更届 □国民健康保険証（加入者のみ）変更した日から14日以内

加入している保険
が変わったとき　

取得届
□国民健康保険証（世帯に加入
　者がいる場合）
□資格喪失証明書

異動した日から
14日以内

喪失届 □国民健康保険証
□新しい保険証

異動した日から
14日以内

※印鑑はどの届け出にも必要ですので、忘れずに持参してください。

学
生
の
た
め
の　

保
険
料
の

猶
予
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金



CLOSE UP SAMEGAWA
ク ロ ー ズ ア ッ プ さ め が わ

８

　

環
境
に
調
和
し
、
景
観
上
優
れ

た
建
築
物
を
た
た
え
る
第
三
十
回

福
島
県
建
築
文
化
賞
の
復
興
賞
に

村
民
保
養
施
設
「
さ
ぎ
り
荘
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

さ
ぎ
り
荘
は
平
成
二
十
三
年
四

月
に
建
替
工
事
が
完
了
。
そ
れ
以

降
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
利
用
者

が
訪
れ
、
地
域
の
復
興
な
ど
に
寄

与
し
た
建
築
物
と
認
め
ら
れ
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
に
あ
た
り
、
さ
ぎ
り
荘
の

建
築
設
計
を
行
っ
た
上
垣
内
伸
一

さ
ん
か
ら
鮫
川
村
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

9

　

　
　
　

い
に
鮫
川
村
で
の
生
活

　
　
　

も
両
手
で
数
え
ら
れ
る

ほ
ど
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
方
に
「
あ
と
ち
ょ
っ

と
だ
ね
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す

が
、
言
わ
れ
て
い
る
本
人
が
一

番
自
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ

ペ
ー
ス
に
日
々
の
生
活
を
最
後

ま
で
か
み
し
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
で
は
、

宣
言
通
り
鮫
川
の
も
の
を
使
っ

て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
り
ま
し

た
。
い
り
大
豆
を
入
れ
た
ク
ラ

ン
チ
チ
ョ
コ
や
豆
乳
と
き
な
粉

を
使
っ
た
生
チ
ョ
コ
な
ど
。
私

だ
け
で
は
味
に
自
信
が
な
か
っ

た
の
で
、
試
作
品
を
味
見
し
て

も
ら
い
つ
つ
実
験
し
て
み
ま
し

た
。
味
見
を
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
ア
ケ
ビ
の
つ

る
籠
作
り
や
竹
の
風
車
作
り
な

ど
に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ア
ケ
ビ
の
つ
る
籠
は
作

る
ま
で
の
材
料
集
め
が
大
変
だ

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
実
際

に
林
に
入
っ
て
教
え
て
も
ら
う

と
、
想
像
以
上
に
ア
ケ
ビ
の
つ

る
が
た
く
さ
ん
。
秋
だ
っ
た
ら

実
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
た
の
か

な
ぁ
と
想
像
し
た
り
…
。
で
も

葉
っ
ぱ
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
、

ど
れ
が
ア
ケ
ビ
で
ど
れ
が
藤
な

の
か
私
に
は
全
く
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
作
っ
た
籠
は
思
っ

た
以
上
に
大
き
く
な
り
ま
し
た

が
、
か
っ
こ
い
い
も
の
が
で
き

た
と
自
画
自
賛
。
ど
ん
な
ふ
う

に
使
う
か
現
在
考
え
中
で
す
。

　

竹
の
風
車
は
ず
っ
と
作
っ
て

み
た
か
っ
た
も
の
で
す
。
か
つ

て
地
元
の
収
穫
祭
で
初
め
て
見

た
と
き
か
ら
そ
の
か
わ
い
さ
に

メ
ロ
メ
ロ
に
な
り
、
い
つ
し
か

自
分
で
作
れ
た
ら
な
ぁ
と
思
っ

て
十
数
年
。
鮫
川
に
来
て
長
年

思
っ
て
い
た
こ
と
が
叶
い
ま
し

た
！　

挑
戦
し
て
み
る
と
思
っ

て
い
た
以
上
に
難
し
い
。
手
の

力
が
弱
い
の
か
曲
げ
た
竹
を
ひ

と
ま
と
め
に
押
さ
え
て
い
ら
れ

な
い
…
。
ど
う
に
か
こ
う
に
か

自
力
で
一
つ
完
成
さ
せ
た
時

に
は
半
日
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
き
さ
を
変
え
て
作

ろ
う
と
家
で
も
格
闘
。
竹
ひ
ご

作
り
が
難
し
い
（
教
え
て
い
た

だ
い
た
と
き
は
、
竹
ひ
ご
は
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
）。
な
か
な

か
均
一
な
厚
さ
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
我
が

家
に
あ
る
使
え
そ
う
な
道
具
は

長
年
愛
用
の
肥ひ

ご

の

み

後
守
の
み
。
な

の
で
竹
を
割
る
こ
と
が
一
苦
労
。

い
つ
か
鉈な

た

を
買
お
う
と
ひ
そ
か

に
誓
い
な
が
ら
、
現
在
は
ひ
た

す
ら
小
さ
な
風
車
作
り
の
練
習

中
で
す
。

2

マイペースに
⽇々の⽣活をかみしめる

ｍｏｅ・ｒｙｏｋｕ／緑のふるさと協⼒隊・遠⼭陽⼦さんの鮫川村体験記

～興味は偉大なり～ Vol．11萌力

「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」です。「いいね！」お願いします。

つ

３

４

1

３．いり大豆を使ったビーンズチョコ。
　 いり大豆の香ばしさとチョコレートの
　 相性が最高です。
４．バレンタインデーに向けて試作した
　 ガマズミジャム入りのチョコレート。

１．竹で作った風車。竹細工名人の緑川
　 末治さん（内ヶ竜）に教えていただ
　きました。
２．つる籠作りを教えていただいた蛭田
　吉郎さん（田野上）と一緒に。

受賞した村民保養施設「さぎり荘」。鮫川村の
里山景観と調和した美しい外観デザインで、
間伐材を利用した薪ボイラーを活用すること
で環境に配慮した施設となっています。

　さぎり荘の県建築文化賞復興賞の受賞
は、本当にうれしく思います。なぜなら、
この賞はさぎり荘単体がいただいた賞では
なく、鮫川村のこれまでの取り組みそのも
のが評価されたものにほかならないからで
す。私はさぎり荘を設計するに際して、ま
ず何より美しい鮫川村の里山景観を損なう
ことのないよう、意味のない自己主張に見
えないよう、細心の注意を払って外観のデ
ザインをしました。それはほかでもなく、
私や私の家族が鮫川村を大好きだったから
です。日本中から不必要な便利と引き換え
に大切なものが失われていく中、鮫川村に
はしっかりとそれらが残っています。これ
は大いなる誇りだと思います。東京に住む
者が何を言うのかという感じですが、だか
らこそ心の故郷であり続けてほしいと思い
ますし、さぎり荘の設計にはそういう思い

がぎっしり込められ
ています。これは村民
の皆さんが受賞した
賞です。

Message

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
た
す
け

あ
い
ネ
ッ
ト
・
さ
め
が
わ
」
は
、

一
月
か
ら
視
覚
障
が
い
を
持
つ
方

の
情
報
取
得
を
支
援
す
る
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　

同
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
広
報
紙
な
ど
の
活
字
を

バ
ー
コ
ー
ド
（
音
声
コ
ー
ド
）
に

変
換
し
、
ハ
ガ
キ
に
印
刷
。
視
覚

障
が
い
を
持
つ
希
望
者
に
郵
送
し

ま
す
。
希
望
者
は
音
声
コ
ー
ド
を

専
用
の
読
み
取
り
機
械
に
か
ざ
す

こ
と
で
自
動
的
に
内
容
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
は
、「
広
報
さ
め

が
わ
」お
よ
び
お
知
ら
せ
版「
ほ
っ

と
通
信
」、「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ

い
て
、
音
声
コ
ー
ド
へ
の
変
換
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

視
覚
障
が
い
を
持
ち
音
声
コ
ー

ド
の
送
付
を
希
望
す
る
方
は
、
た

す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
・
さ
め
が
わ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
専
用
の
読
み
取
り
機
械

に
つ
い
て
は
各
個
人
で
購
入
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
視
覚
障
が
い

二
級
以
上
の
方
は
「
日
常
生
活
用

具
給
付
制
度
」
を
活
用
し
、
一
割

の
自
己
負
担
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

【
音
声
コ
ー
ド
】
た
す
け
あ

　

い
ネ
ッ
ト
・
さ
め
が
わ
（
明
日

　

飛
学
園
）
☎
４
９
‐
３
３
４
４

　

【
機
械
購
入
】
村
住
民
福
祉
課

　

福
祉
係
☎
４
９
‐
３
１
１
３

活字文書読み上げ装置。音声コード
が印刷されたハガキを機械にかざす
ことで、音声によって情報を得るこ
とができます。

上垣内伸一 一級建築士

ウエガイト建築設計事務所

里山景観と調和したデザインに

村
民
保
養
施
設｢

さ
ぎ
り
荘｣

が

県
建
築
文
化
賞
復
興
賞
を
受
賞

視
覚
障
が
い
を
持
つ
方
の

音
声
に
よ
る
情
報
取
得
を
支
援

問
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ほ っ と ニ ュ ー ス

　さめがわこどもセンターの「豆まき」は２
月３日、同体育館で行われ、節分行事を体験
しました。園児たちは手作りの鬼の面を着け、
追い出したい鬼を発表。その後、鈴木令子園
長に豆をまいてもらい、心に潜む鬼を退治し
ました。

子どもたちが心の中の鬼を退治
こどもセンターで「豆まき」

中野３が熱戦制す
第５回村長杯争奪クロリティー大会

　村老人クラブ連合会主催の第５回村長杯争

奪クロリティー大会は１月２８日、村公民館

で行われ、中野３が熱戦を制しました。大会

には２８チームが参加。予選リーグ戦を勝ち

抜いた１０チームが決勝トーナメントに進出

し、得点を競い合いました。

　第２８回東京鮫川会総会は１月２５日、東京
都の新宿住友ビルで行われました。
　会員・村関係者など約８０人が出席。総会
では、平成２５年度事業報告および収支決算
承認、平成２６年度事業計画および収支予算
について審議されたほか、任期満了に伴う役
員改選が行われました。
　総会終了後、恒例の新年会が催され、ふる
さと談義に花を咲かせながら親睦を深め合い
ました。
　　　　▶会長…茨木勇（再・西山字大沢出
身）▶副会長…前田勝次（再・赤坂東野字前
田出身）市川三喜男（再・赤坂東野字滝ノ下
出身）川邉義喜（新・渡瀬字中野町出身）▶
監事…生田目靖雄（再・石井草字小名沢出身）
須藤春夫（再・赤坂西野字名下出身）

村政TOPICS 村政TOPICS
 

東
京
都
北
区
主
催
の
﹁
北
区

み
ん
な
で
楽
し
む
⾷
育
フ
ェ

ア
﹂
は
⼀
⽉
⼆
⼗
六
⽇
、
東
京

都
北
区
の
⾚
⽻
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
楽
し
み

な
が
ら
﹁
⾷
﹂
へ
の
関
⼼
を
⾼

め
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
⽬

的
に
開
催
。
鮫
川
村
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
⼆
度
⽬
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

 

会
場
で
は
、
⼤
⾖
・
じ
ゅ
う

ね
ん
加
⼯
品
を
中
⼼
と
し
た
村

特
産
品
と
農
産
物
を
販
売
し
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
内
に
鮫
川

村
の
四
季
の
⾵
景
写
真
を
掲
⽰

し
、
村
の
物
産
と
と
も
に
⾥
⼭

景
観
の
魅
⼒
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

 

今
後
も
、
都
市
と
⼭
村
の
⽴

地
条
件
の
違
い
を
⽣
か
し
て
交

流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

福
島
県
と
福
島
県
広
報
協
会

主
催
の｢

第
五
⼗
九
回
福
島
県

市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル｣

の

審
査
会
が
⼀
⽉
⼆
⼗
⼀
⽇
、
県
庁

で
開
か
れ
、
鮫
川
村
が
広
報
紙

︵
町
村
の
部
︶
で
﹁
⼊
選
﹂
し
ま
し

た
。
今
回
受
賞
し
た
の
は
、﹁
⾥
⼭

の
お
も
て
な
し
﹂
と
題
し
た
特
集

で
鮫
川
村
の
﹁
⾷
﹂
の
魅
⼒
に
迫

っ
た
﹁
広
報
さ
め
が
わ
﹂
平
成
⼆

⼗
五
年
⼗
⼆
⽉
号
。
ま
た
、
広

報
写
真
の
部
︵
⼀枚
写
真
︶
で
は
、

同
号
⼗
⼀
㌻
に
掲
載
し
た
写
真

が
﹁
佳
作
﹂
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
村
⺠

の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
関
係
機

関
の
ご
⽀
援
、
ご
協
⼒
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
紙
上
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

今
後
と
も
、
皆
様
に
必
要
と

さ
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
を
⽬
指

し
ま
す
の
で
、
ご
協
⼒
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ふるさと談義で親睦深める
第28回東京鮫川会総会・新年会

｢西山ほっと｣｢東石タイガース｣優勝

　村内２つの小学校のなわとび集会は２月に
行われ、子どもたちは練習の成果を披露しま
した。青生野小は２月１９日、鮫川小は２５日に
開催。個人の技を披露したり、長縄跳びで跳
躍回数を競い合うなど、寒さにも負けず汗を
流しました。

　元村議会議員で、叙位正六位を受けた故
蛭田一さんに対する叙位伝達式は２月１４日、
役場村長室で行われました。小野県南地方振
興局長から妻・博子さんへ勲章が手渡されま
した。故蛭田さんは昭和４６年から６期２４年間
にわたり、村議会議員を務めました。

第15回村親善インディアカ大会
　村体育協会主催の第１５回鮫川村親善イン
ディアカ大会は１月２６日、村農業者トレー
ニングセンターで行われ、男女混成の部で「西
山ほっと」、４０歳以上の部で「東石タイガー
ス」が優勝しました。また、大会に先立ちス
ポーツ振興に貢献した個人や団体にスポーツ
功労賞が授与されました。
　　　　　　　　▶スポーツ振興功労賞…関
根テルエ、鈴木美智子、芳賀正信、森田守▶
特別功労賞…らん・ＲＵＮクラブ、須藤悠太、
鮫川中学校特設陸上部
　　　　　▶男女混成の部…①西山ほっと
（西山）②西山２０１４（西山）③西山ぽんぽこ
Ｊｒ．（西山）④西野ナイス（西野）▶４０歳以
上の部…①東石タイガース（東石）②西山ぽ
んぽこ（西山）③青生野Ｃ（青生野）

なわとびで寒さを吹き飛ばす
２つの小学校でなわとび集会

生前の社会貢献に感謝
故蛭田一さんに叙位正六位

豆
を
ま
か
れ
逃
げ
る
小
鬼
た
ち

得
点
を
競
い
合
っ
た
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
大
会

紅
白
対
抗
の
長
縄
跳
び
（
青
生
野
小
）

叙
位
伝
達
を
受
け
た
博
子
さ
ん
（
写
真
中
央
）

受賞した広報紙と一枚写真

上／熱戦が繰り広げられたイン
　ディアカ大会
左／スポーツ功労賞受賞者

新鮮な農産物が人気を集めた鮫川村コーナー

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

｢

広
報
さ
め
が
わ｣

入
選

特
産
品
や
里
山
景
観

村
の
魅
力
を
発
信

上／大勢の会員が出席した総会
左／和やかな雰囲気で行われた新
　年会【新役員】

【受賞者・敬称略】

【大会成績】



雛
人
形
ふ
た
り
の
孫
に
良
く
似
た
り

中
井　

恒
峯

午
年
に
あ
や
か
り
た
い
や
旧
正
月

小
松
ハ
ル
エ

一
年
の
疲
れ
と
り
に
と
冬
湯
治

北
條
素
人
坂

ど
ん
ど
焼
無
病
息
災
乞
う
火
勢

松
本　

精
一

干
拓
の
南
湖
に
集
う
鳥
の
数前

田　

縫
子

い
ぬ
の
ふ
ぐ
り
咲
い
た
と
は
ず
む
立
ち
話

鈴
木　

米
子

お
降
が
里
山
清
め
日
の
出
待
つ

黒
田　

寿
香

元
気
な
の
は
年
賀
状
の
馬
ば
か
り

土　

竜　

庵

冬
の
朝
車
窓
よ
り
望
む
町
の
裏

山
本　

恵
子

酷
寒
の
火
の
用
心
車
走
り
行
く

斎
須　

信
子

む
じ
な
っ
ぱ
だ
き
の
童
等
の
声
絶
え
て
な
し

山
本
五
十
鈴

腰
痛
は
人
の
宿
命
と
の
記
事
あ
る
も
負

け
る
も
の
か
と
体
操
に
励
む鈴

木
イ
ミ
子

つ
る
や
に
集
う
親
友
会
の
メ
ン
バ
ー
は

職
を
遂
げ
た
る
貫
禄
の
あ
り佐

藤　

春
枝

様
ざ
ま
の
思
い
を
捨
て
て
わ
が
作
る
野

菜
は
い
つ
も
新
鮮
に
あ
り

矢
吹　

定
子

花
の
い
ろ
い
つ
も
明
る
く
周
辺
を
染
め

て
香
り
ぬ　

季
の
彩
に

須
藤　

幸
子

し
が
ら
み
を
解
い
て
く
れ
る
か
一
本
の

も
つ
れ
し
糸
に
こ
だ
わ
る
夕
べ

水
野　

珠
子

慈
愛
に
も
満
ち
て
す
く
す
く
育
ち
ゆ
く

わ
が
家
の
曾
孫
に
夕
日
が
赤
い

関
根　

瑞
恵

育
め
ば
つ
ば
め
で
さ
え
や
愛
情
の
餌
を

運
ぶ
と
い
う
わ
が
軒
先
に

溝
井　

清
乃

の
ん
び
り
と
過
ご
せ
る
時
間
は
畑
に
あ

り
土
手
に
腰
か
け
花
と
対
座
す

坂
本　

伊
紀

五
輪
な
ど
縁
の
遠
し
と
思
い
ど
も
命
を

つ
な
ぐ
目
当
て
の
一
つ

一　

平　

子

雪
も
無
く
只
寒
い
日
の
続
き
い
て
日
向

の
部
屋
に
侘
し
く
ペ
ン
執
る石

井　

幸
子

長
寿
会
多
数
集
い
て
新
年
会
今
年
の
抱

負
に
会
員
湧
き
ぬ

須
藤
シ
ツ
エ

音
も
な
く
し
と
し
と
降
る
秋
雨
に
遠
く

鴉
の
鳴
く
声
淋
し

松
本　

一
郎

日
溜
り
に
春
告
げ
る
が
に
福
寿
草
優
し

く
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
り

前
田
喜
三
子

立
春
の
雪
の
む
ら
消
え
土
手
下
に
寄
り

添
い
咲
き
ぬ
い
ぬ
の
ふ
ぐ
り
草

関
根
ヨ
ネ
子

大
寒
の
寒
さ
厳
し
く
部
屋
の
中
遺
影
の

前
に
て
茶
を
汲
み
偲
ぶ

藤
田
千
代
子

鉢
植
え
の
友
に
も
ら
い
し
紅
梅
の
春
待

つ
吾
の
心
和
め
り

関
根
ハ
ナ
ヨ

常
な
る
も
遠
の
く
便
り
気
に
も
せ
ず
我

な
り
過
ご
す
歳
相
応
に

関
根　

富
久

思
え
み
る
年
は
幾
つ
に
成
ろ
う
と
も
若

い
心
は
持
ち
続
け
た
く

板
橋　

源
良

一
月
の
光
集
め
て
地
に
低
く
枯
草
の
中

福
寿
草
咲
く

関
根
キ
ヌ
子

老
体
に
気
力
だ
け
わ
と
鞭
打
つ
も
年
毎

厳
し
く
人
生
下
り
坂

矢
吹　

一
二

凍
て
土
に
芽
を
出
し
初
め
る
水
仙
の
自

然
の
営
み
吾
に
さ
さ
や
く

北
條　
　

平

BookBook
図 書 の 缶 詰
図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

1213

短　
　

歌

俳　
　

句
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E
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私
は
緑
豊
か
な
鮫
川
村
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
修
行
の
た

め
に
二
年
ほ
ど
村
を
離
れ
ま
し
た
が
、

家
業
を
継
ぐ
と
い
う
使
命
で
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
仕
事
柄
村
民
の
方
々
と
接
す

る
機
会
が
多
い
の
で
、
会
っ
た
と
き
や

見
か
け
た
と
き
に
は
気
軽
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

現
在
、
私
は
家
族
五
人
で
住
ん
で
い

ま
す
。
七
年
前
に
結
婚
し
、
子
ど
も
を

三
人
授
か
り
ま
し
た
。
長
女
が
六
歳
、

次
女
が
四
歳
、
三
女
が
二
歳
。
騒
々
し

い
日
々
を
幸
せ
と
感
じ
、
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
始
ま
り
は
娘
た
ち
の
「
お
は

よ
う
」
の
あ
い
さ
つ
。
私
は
笑
顔
と
元

気
を
も
ら
い
、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
長
女
と
次
女
を
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
へ

送
り
出
し
、
仕
事
へ
向
か
い
ま
す
。

　

仕
事
で
疲
れ
て
家
に
帰
る
と
三
女
が

走
っ
て
き
て
大
き
な
声
で
「
お
か
え
り
」

と
迎
え
て
く
れ
た
り
、「
パ
パ
と
一
緒

に
お
風
呂
に
入
る
」
と
言
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
一
日
の
疲
れ
が
と
れ
、
癒
や
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
に
は
け
ん
か
を
し
た
り
、

い
た
ず
ら
を
し
た
り
と
悩
む
時
も
あ
り

ま
す
が
、
妻
と
協
力
し
て
解
決
し
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
日
々
の
積
み
重
ね
が
家

族
の
絆
を
深
め
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
私
は
家
族
と
一
緒
に
い

ら
れ
る
時
間
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。
皆
さ
ん
も
家
族
で
過
ご
す
時
間

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？

 

次
は
、
清
⽔
⼤
翼
さ
ん︵
⾚
坂
東
野
字
葉
貫
︶

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

188村民【随想】リレー

生田目宏好さん

家族

ランチのアッコちゃん

　屈託を抱えるＯ
Ｌ三智子は、有能
な上司「アッコ女
史」からランチの
交換を言い渡され
る。１週間三智子
の手作り弁当を渡

す代わりに、アッコ行きつけの店で
ランチをするという。読んでおいし
い、前向きになれる短編集。

み ん な の ペ ー ジ

詩
吟
を
通
し
て
先
人
の
教
え
を
学
ぶ

天山流鮫川吟琇会
⻘⼾良⼀会⻑／会員６名

　

昭
和
六
十
三
年
に
結
成
し
た
「
天
山
流
鮫
川
吟

琇
会
」
は
、
木
戸
ト
シ
子
さ
ん
（
石
川
町
）
を
講

師
に
月
二
回
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
芸
能

発
表
会
や
福
祉
施
設
な
ど
で
披
露
し
て
い
る
ほ

か
、
県
内
外
の
大
会
に
年
数
回
出
場
し
、
上
位
入

賞
な
ど
の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

漢
詩
を
覚
え
る
た
め
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
詩
吟
は
、「
歌
う
」
の
で
は
な
く
「
読
む
」
こ

と
に
重
き
を
お
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吟
じ
る
だ

け
で
は
な
く
、
漢
詩
を
通
し
て
先
人
の
教
え
や
道

徳
心
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
詩
を
詠
ん
だ
人
の
思
い

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
が
あ
る
と
い
い
ま

す
。
さ
ら
に
、「
詩
吟
を
通
し
て
多
く
の
人
と
知

り
合
え
た
」「
腹
式
呼
吸
で
声
に
力
が
入
る
よ
う

に
な
っ
た
」
な
ど
、
詩
吟
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
村
の
若
い
人
た
ち
に
も
詩
吟
の
伝
統
を

引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
、
会
員
を
増
や
す
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ

る

め

集

が

い

わ

24

を

彩

■

⾷べるならどっち？

　子どもが好きだ
から、安いから、
便利だからなどな
ど、ついつい買っ
てしまう食品。そ
れは食べても安
全？　「食べてはい

けない！」と指摘されるのではな
く、同じ商品が２つあってどうせ
食べるならこっち！　という紹介
の１冊。

（柚木麻子著、双葉社）

（渡辺雄二著、サンクチュアリ出版）

第３⼟曜⽇は 家族一緒に読書の日
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と
も
と
裁
縫
が
好
き
な
藤

　
　
　

田
初
枝
さ
ん
。
お
孫
さ
ん

が
一
人
立
ち
し
て
時
間
に
余
裕
が

で
き
た
こ
ろ
、「
何
か
手
仕
事
を
」

と
思
い
立
ち
、
本
を
参
考
に
吊
る

し
雛
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

　

材
料
は
、
手
芸
店
で
購
入
す
る

ほ
か
、
着
古
し
た
着
物
や
帯
な
ど

を
使
う
こ
と
が
多
い
と
い
い
ま

す
。
飾
り
の
種
類
が
多
い
吊
る
し

雛
は
、
材
料
が
多
く
、
一
つ
欠
け

た
だ
け
で
完
成
し
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
材
料
を
そ
ろ
え
る
こ
と
も

ひ
と
苦
労
で
す
。

　

約
三
十
種
類
の
飾
り
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
初
枝
さ
ん
。
飾
り
に

よ
っ
て
は
一
日
で
は
完
成
し
な
い

も
の
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
飾
り
一
つ
一
つ
に
意
味
や
願
い

が
あ
っ
て
、
そ
の
願
い
を
込
め
な

が
ら
作
っ
て
い
ま
す
」。
そ
の
よ

う
に
し
て
作
ら
れ
た
飾
り
を
集
め

て
、
一
つ
の
形
に
し
て
吊
る
し
雛
が

完
成
。
根
気
が
い
る
作
業
で
す
。

　

人
に
頼
ま
れ
て
作
る
こ
と
も
あ

り
、「
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
作
り

が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
、
楽
し
み

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
ひ
孫
さ
ん
の
初
節
句

に
向
け
て
制
作
中
で
、
い
ず
れ
は

お
孫
さ
ん
た
ち
に
一
つ
ず
つ
作
っ

て
あ
げ
た
い
と
、
時
間
を
み
つ
け

て
は
針
を
進
め
て
い
ま
す
。

ほとんどお孫さんや友人にあ
げてしまいますが、初めて作
った吊るし雛は大切に保管
し、節句に飾っています。

初枝さんの作業スペース。集
中しているときは、夜遅くま
でやることもあります。

吊るし雛

藤⽥初枝さん
ふじた・はつえ／⾚坂⻄野字本坂／ 77歳

根気がいる手仕事
一つ一つの飾りに願いを込めて

■
豆
ま
き
集
会

　
　

今
年
の
年
男
、
年
女
と
な
る

　

児
童
が
多
い
五
年
生
が
「
追
い

　

出
し
た
い
心
の
鬼
の
発
表
」「
節

　

分
○
×
ク
イ
ズ
」「
豆
ま
き
」
な

　

ど
を
企
画
運
営
し
ま
し
た
。
特

　

に
、「
豆
ま
き
」
で
は
、
鬼
の

　

お
面
や
衣
装

　

を
着
た
五
年

　

生
の
男
の
子

　

が
下
級
生
た

　

ち
の
周
り
を

　

囲
ん
で
盛
り

　

上
げ
て
く
れ

　

ま
し
た
。

■
紙
す
き
体
験

　
　

体
験
学
習
で
お
世
話
に
な
っ

　

て
い
る
齋
須
寛
一
さ
ん
に
、
鮫

　

川
和
紙
の
歴
史
や
製
法
、
環
境

　

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
講
義
を

　

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

　

後
、
マ
イ
ナ
ス
五
度
の
寒
さ
の

　

作
業
場
の
中
で
、
一
人
一
人
が

　

自
分
の
手
で

　

す
い
た
和
紙

　

に
さ
ま
ざ
ま

　

な
飾
り
を
つ

　

け
、
オ
リ
ジ

　

ナ
ル
和
紙
ハ

　

ガ
キ
を
完
成

　

さ
せ
ま
し
た
。

■
一
日
入
学

　
　

来
年
度
入
学
予
定
児
童
三
十

　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
自
分
の

　

名
前
が
呼
ば
れ
る
と
「
は
い
」

　

と
元
気
な
声
で
返
事
を
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
し
た
。
校
長
先
生

　

の
お
話
も
し
っ
か
り
聞
い
て
、

　

四
月
の
本
当
の
入
学
式
を
楽
し

　

み
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
一

　

日
入
学
の
後
は
保
護
者
説
明
会

　

と
な
り
、
保
護
者
の
方
に
入
学

　

手
続
き
の
説
明
と
情
報
モ
ラ
ル

　

講
演
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し

　

た
。
ま
た
、
入
学
予
定
児
童
の

　

皆
さ
ん
は
、
本
校
の
一
、
二
年

　

生
か
ら
折
り

　

紙
な
ど
の
プ

　

レ
ゼ
ン
ト
を

　

も
ら
っ
た
り
、

　

ゲ
ー
ム
を
し

　

た
り
と
楽
し

　

ん
で
い
ま
し

　

た
。

　
　
　
　
　

（
文
・
写
真
／
鮫
川
小
学
校
）

鮫川小学校編

（113）

み ん な の ペ ー ジ

若者の広場 № 111

⽮吹奈緒さん

ホ
タ
ル
が
き
れ
い
な
夏
は
最
高
で
す

やぶき・なお
平成4年８⽉25⽇⽣まれ 21歳
Ａ型 おとめ座
趣味はスポーツ
⾚坂東野字遠ヶ⻯在住

も
■今、夢中になっていること

　は何ですか？

　　今シーズンからはじめた

　スノーボードです。初心者

　なので、友達に教えてもら

　いながらターンの練習をし

　ているところです。

■これから新たにやってみた

　いことや目標はありますか？

　　もともと子どもが好きで、

　高校生の時から保育士に憧

　れていました。資格を取れ

　たら、なりたいと思います。

■村に住んでいて感じること

　や現在の村について思うこ

　とはありますか？

　　山に囲まれていて自然豊

　かだと思います。夏は涼し

　くて、ホタルがきれいで最

　高です。また、たまに友達

　と「手まめ cafe」に行って

　います。落ち着ける雰囲気

　で、何時間でもいられるの

　がいいですね。鮫川村にの

　んびりできる場所ができて

　よかったと思います。

■鮫川村に要望などはありま

　すか？

　　若い人たちが残るような

　村になってほしいです。村

　に残っている同級生が少な

　いので、県外などに進学し

　たとしても戻ってきてもら

　えたらいいなと思います。

■

寒
さ
に
負
け
ず
、
元
気
に
活
躍 あなたの

Vol.２０

　次は高坂美香さん（赤坂西野字
上在住）の予定です。

光る技

キラり
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こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
ま

た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
が
後
納
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
後
納
制
度
を
利
用
で

き
る
期
限
は
平
成
27
年
９
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
ん
で
い
る
方
へ　

平
成

　

16
年
４
月
以
降
分
の
納
付
が

　

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
平
成

　

26
年
３
月
31
日
ま
で
に
納
付

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
期
限
ま
で
に
納
付

　

で
き
な
か
っ
た
方
が
平
成
26

案
内

　

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生

　

ま
れ
で
次
に
該
当
す
る
方
…

　

①
大
学
卒
業
者
ま
た
は
平
成

　

27
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業

　

見
込
み
の
方　

②
人
事
院
が

　

①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　

認
め
た
方

申
し
込
み　

原
則
、
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。
郵
送
ま
た
は
持
参
用

　

受
験
申
込
書
の
請
求
は
、
白

　

河
税
務
署
ま
た
は
仙
台
国
税

　

局
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
…
４
月
１
日
（
火
）
〜
14

　

日
（
月
）
▼
郵
送
ま
た
は
持

i
　

村
体
育
施
設
の
使
用
料
を
減

免
す
る
団
体
を
登
録
し
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
村
体
育
施
設

を
使
用
し
減
免
を
希
望
す
る
団

体
は
、
次
に
よ
り
使
用
料
減
免

申
請
書
を
村
教
育
委
員
会
教
育

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
期
間　

平
成
26
年
４
月
１

　

日
以
降
で
使
用
許
可
申
請
書

　

提
出
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

　

31
日
ま
で

申
請
方
法　

村
教
育
委
員
会
に

　

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。
会
員
名
簿
が
あ
る
場
合

　

は
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
新
年
度
に
役
員
改
選
を
予

　

定
し
て
い
る
団
体
は
、
改
選

　

前
の
代
表
者
で
提
出
し
、
改

　

選
後
に
変
更
事
項
を
報
告
し

　

て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

年
度
最
初
に
使
用

　

す
る
日
の
１
週
間
前
ま
で

　
　

村
教
育
委
員
会
教
育
課
生

　

涯
学
習
係
☎
４
９
‐
３
１
５

　

１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
４
９
‐
３
１
５

　

２

　

県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
３
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

震
災
の
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
を
捧

げ
、
復
興
へ
の
思
い
を
新
た
に

進
ん
で
い
く
た
め
、『
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
「
希
望
の
あ
か

り
」』
を
開
催
し
ま
す
。
事
前

　

参
…
４
月
１
日
（
火
）・
２

　

日
（
水
）

　
　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
研
修
係
☎
０
２
２
‐
２

　

６
３
‐
１
１
１
１

　

国
民
年
金
後
納
制
度
は
、
過

去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
の
年
金
受
給
額
を
増
や
す

nformationi 情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

住⺠福祉課
 健康係     49-3112
 住⺠係・福祉係 49-3113
農林課      49-3114
企画調整課    49-3115
地域整備課
 建設係     49-3116
 環境係     49-3196
農業委員会    49-3197
議会事務局    49-3198
出納室      49-3199

【その他の機関】
教育委員会    49-3151
図書館      29-1150
農業者トレーニングセンター
         49-3295
学校給⾷センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）     29-1010
国保診療所    49-2028
ほっとはうす・さめがわ
         48-2555
⼿･まめ･館    49-2556
⼭王の⾥     48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

　防災無線でむし歯
予防を呼びかけます。

３月の担当は
鮫川小学校
保健委員会（６年）

　我妻　美空さん
　齋藤　萌さん
　市川　正己さん
　石原　楽斗さん
　生田目　健さん

　

年
４
月
以
降
に
納
付
を
希
望

　

す
る
場
合
は
、
新
た
な
加
算

　

額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し

　

ま
す
の
で
「
国
民
年
金
保
険

　

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は

　

白
河
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。　

※
平
成
16
年

　

３
月
以
前
の
後
納
保
険
料
は
、

　

10
年
を
超
え
る
た
め
平
成
26

　

年
４
月
以
降
は
納
付
で
き
ま

　

せ
ん
。

申
し
込
み
先　

国
民
年
金
保
険

　

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７

　

０
‐
０
１
１
‐
０
５
０　

※

　

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場

　

合
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２

　

０
１
５

受
付
時
間　

▼
月
曜
日
…
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
祝

　

日
の
場
合
は
、
翌
日
以
降
の

　

開
所
日
初
日
の
午
後
７
時
ま

　

で
）
▼
火
〜
金
曜
日
…
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

▼
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
４
時　

※
第
２

　

土
曜
日
を
除
く
祝
日
、
12
月

　

29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
は

　

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

　

イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
１

　

１
‐
０
５
０
／
白
河
年
金
事

　

務
所
☎
０
２
４
８
‐
２
７
‐

　

４
１
６
１

　

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

３
月
11
日
（
火
）
午
後

　

５
時
30
分
〜
午
後
８
時
（
午

　

前
11
時
か
ら
記
帳
所
を
設
置

　

し
て
い
ま
す
）

会
場　

白
河
市
民
会
館
駐
車
場

　
　

県
南
地
方
振
興
局
復
興
支

　

援
・
地
域
連
携
室
☎
０
２
４

　

８
‐
２
３
‐
１
５
０
２

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、

震
災
後
４
カ
月
間
の
外
部
被
ば

く
線
量
を
推
計
す
る
基
本
調
査

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
記
入
・
回

答
し
や
す
い
問
診
票
の
「
簡
易

版
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

村
体
育
施
設
の

使
用
料
を
減
免
し
ま
す

さ
ん
の
将
来
の
健
康
管
理
の
目

安
と
な
り
ま
す
の
で
、
回
答
が

済
ん
で
い
な
い
方
は
提
出
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

県
立
医
科
大
学
放
射
線
医

　

学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
‐
５
４
９
‐
５
１

　

３
０
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

　

く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　

ま
で
）
／
村
住
民
福
祉
課
健

　

康
係
☎
４
９
‐
３
１
１
２

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
国
税

専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支
え

る
仕
事
を
担
い
、
税
務
署
な
ど

に
お
い
て
調
査
、
徴
収
、
検
査

や
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格　

次
の
ど
ち
ら
か
に

　

該
当
す
る
方
▼
昭
和
59
年
４

　

月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
▼

　

こ
の
簡
易
版
は
、
避
難
な
ど

の
移
動
回
数
が
少
な
い
方
が
利

用
で
き
ま
す
。
簡
易
版
で
回
答

で
き
る
か
ど
う
か
は
県
立
医
科

大
学
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
簡
易
版
は
役
場

住
民
福
祉
課
健
康
係
で
準
備
し

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

基
本
調
査
の
結
果
は
、
一
人

一
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆

募
集

i

保
健
・
福
祉

i

ふ
く
し
ま
追
悼
復
興
祈
念
行
事

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

国
税
専
門
官(

大
卒
程
度)

受
験
者
を
募
集
し
ま
す

年
金

i国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
を
納
付
で
き
ま
す

県
民
健
康
管
理
調
査

問
診
票｢

簡
易
版｣

を
作
成

８ 日 は 歯

の

日

福島県の観光を盛り上げる
｢福が満開おもてなし隊｣を募集

　県では、平成２７

年４月から６月ま

での期間中、「福

が満開、福のし

ま。」をキャッチ

コピーとしたデス

ティネーション

キャンペーンを開

催します。

　それに伴い、福島にあふれているさまざまな魅

力と全国からの支援に対する感謝の笑顔で、福島

県を訪れる人をおもてなしする「福が満開おもて

なし隊」を募集しています。

対象　内容に賛同する県内に所在する団体、企業、

　学校、グループ、個人など

活動内容　「福が満開おもてなし隊」活動宣言書

　により自ら実践するおもてなし活動を宣言し、

　おもてなし缶バッチを着用の上、宣言内容を実

　践します。

応募方法　役場企画調整課にある登録申込書に必

　要事項を記入し、提出してください。

募集期間　平成２７年６月末日まで

　 県観光復興キャンペーン委員会事務局（県観

　光交流課内）☎024－521－7398

問

問

問

問

問

春季全国火災予防運動
３月１日（土）～７日（金）

　平成２５年度全国統一防火標語「消すまでは　

心の警報　ＯＮのまま」をスローガンに火災予防

思想の普及を目的に行われます。

　火災の発生しやすい時季を迎えるにあたり、尊

い命と貴重な財産を火災から守りましょう。

 　棚倉消防署鮫川分署☎49－2119

問

問



暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

1819

■社会福祉事業のために[金員]……関

　根建一 (戸草)　鈴木勝雄 (須賀川

　市)　生田目忠一 (青生野)　山本

　登 (大塩)　窪木康雄 (広畑)

■ひだまり荘へ [タオル]…佐川京子

　(棚倉町)

住 所 氏 名 月日 年 齢

馬　場 鈴木　勝正 1. 8 68 歳

青生野 生田目スミ 1. 8 90 歳

大　塩 山本　勝治 1.14 86 歳

広　畑 窪木　雅夫 1.18 80 歳

情報ＢＯＸ PLUS

暮らしのカレンダー
⽇ ⽉

２ ３
　東白川中央医院(棚倉町)☎33-3263

●火災防御訓練…6:30～／姿平地内

●図書館休館日

●トレセン休館日

９ 10
　おおひら整形外科クリニック(棚倉町)

　☎33-9468
●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４カ月児健診・お
　母さんの口腔健康相談
　…13:30 ～／塙厚生病
　院

16 17
　塙厚生病院(塙町)☎43-1145 ●図書館休館日

●トレセン休館日

23 24
　あらまちクリニック(棚倉町)

　☎33-8018
●図書館休館日

●トレセン休館日

●６～７カ月児健康相談
　…9:30 ～ [保]

30 31
　 和田医院(棚倉町)☎33-2012 ●図書館休館日

●トレセン休館日

⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟

１
　

４ ５ ６ ７ ８
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●献血

●やまゆり保育室[こ]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●手・まめ・館定休日

●やまぶきの会…
　10:00 ～ 15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～[図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●すまいる定休日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●やまゆり乳児室[こ]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

11 12 13 14 15
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●おはなしの森…
　16:00 ～[図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●中学校卒業証書授与式

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

18 19 20 21 春分の日 22
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●10カ月児健診・お母さ
　んの口腔健康相談…
　9:30～[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●幼稚園卒園式

●鮫川小修了式

●おはなしの森…
　16:00 ～[図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●心配ごと相談…
　13:00 ～ 15:00[公]

●小学校卒業証書授与式

●青生野小・中学校修了式

　木村医院(矢祭町)

   ☎46-3528

25 26 27 28 29
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●おはなしの森…
　16:00 ～[図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●保育園修了式

１ ２ ３ ４ ５
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●手・まめ・館定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●すまいる定休日

⼈の
動き

２/１現在・（　）は前月比

⼈⼝ ３,902⼈ （－  8）
（－  3）
（－  5）
（－  2）

 ⼥
1,957⼈ 男
1,945⼈

世帯 1,165⼾

寄付
寄贈

１月受理分・敬称略

編/集/後 /記

第１日曜日は環境美化の日

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター

March

３

医

医

医

医

医

※⾏事などの⽇程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

１月届け出分・敬称略

医

■こども議会のリハーサル終了後、村長
や議長の椅子に座り、その座り心地を確
かめていた子どもたち。「将来、村長に
なる」「ぼくは議長になる」と話す声が
聞こえました。議会や行政との距離が少
し縮まったのかもしれません。■さらに
行政が身近に感じられるよう、「広報さ
めがわ」は住民と行政のパイプ役であり
たいと思います。　　　　　　 　(前田)

※お誕生・おくやみ・寄付欄への掲載を希望され
　ない方は、届け出の際に申し出てください。

３/

４/

円谷　真
ま

桜
お

・女
平 25.12.30 生
住所…本坂
保護者…政幸・恵美

赤坂　凛
り

來
く

・男
平 25.12.31 生
住所…木之根
保護者…博史・敦子

根本　芽
め

依
い

・女
平 26.1.22 生
住所…岩野草
保護者…潔・彩

蛭田　彩
さあら

愛・女
平 26.1.23 生
住所…田苗下
保護者…知・案理

お誕⽣

１月届け出分・敬称略




